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2. 主な研究活動 

a 専門分野 

社会心理学  

b 研究課題 

  1) Mind reading and moral judgments 

    2) Beliefs in free will and self-regulation 

    3) Methodology and Science communication 

c 概要と自己評価 

概要 

1) Mind reading and moral judgments：近年の社会心理学は、私たちが道徳的事柄、公正さに関心を抱く「モラルエージ

ェント」であるという人間観を提出している。私たちは、他者の心的状態（意図・動機・態度・感情など）の推論に

基づき他者を「裁き」の視線で評価し、そこでの評価に基づき、「援助、非難、許し」などの道徳的な態度・行動を

他者に向ける存在である、という。この研究課題では、このような私たちの他者理解の過程とその社会的帰結を、道

徳的判断に焦点を当てて検討する。 

2) Beliefs in free will and self-regulation：本研究課題は、実験哲学分野とも連携しながら、自由意志信念や決定論的信念

が自己制御的な行動や、自己・他者の行動理解に及ぼす影響について検討する。決定論的信念としては、遺伝子決定

論、科学決定論、社会決定論など、これまでの諸研究で提出されているものを対象とする。そのうえで、自由意思信

念・決定論的信念が、自己制御的な対人判断や行動を促進、抑制する心的メカニズムについて検討する。 

3) Methodology and Science communication：本研究課題では、「科学知・実践知・人文知」の融合領域として社会心理

学を位置づけた上で、その立ち居地からの方法論の批判的検討、および、科学的成果を市民に伝達する際の諸問題

についての検討を行う。 

自己評価 

これらの研究課題について、科学研究費などの支援も得て、活発にデータ収集活動を行い、その成果を学会発表、論

文という形で発信している。その多くは大学院生との共同研究であり、後継者育成についても努力している。1）に

ついては、従来の知見を、「集団」「ロボット」「人工知能」など、人以外の対象に対する心的状態の推論にも拡張し、

妥当性と応用可能性を検討するための研究プロジェクトを開始している。2）については実験的検討の成果を蓄積す

るとともに、「自由意志の有無」に関する科学コミュニケーションの影響という、3）にかかわる問題と有機的に連携

させて、研究を展開している。これらの研究は、必要に応じて、科学哲学、美学、複雑系科学などの他領域の研究者

と協同作業で進めている。また、認識論についての大規模な国際比較研究のチームに日本のリーダーとして所属し

ており、国際交流も積極的に進めている。今後は、さらに研究のネットワークを広げるとともに、他分野に対しても

積極的な研究の成果発信に努め、融合的領域としての社会心理学の基盤形成に尽力したい。  
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